
御嶽山の噴火災害を踏まえた活火山の観測体制の強化に関する報告（目次案） 

 

 

目次 

１．はじめに 

２．平成26年御嶽山噴火と観測体制における課題 

２－１．御嶽山の噴火の経緯と対応 

２－２．御嶽山噴火で明らかになった課題 

３．緊急に対処すべき事項 

４．今後速やかに対処すべき事項 

４－１．気象庁における監視・評価体制の改善と強化 

（１）火山活動や社会的条件を考慮した観測網の充実・維持 
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